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『大切にしたいこと』
副保育長　佐々木　雅子
みんなのへやから学級へ戻る際に行進の練習をしている年少組さん。年長組さんはバルーンに取り組む前にイメージと期待をもてるようにと、一昨年の運動会のビデオを観るなど運動会に向けての活動が始まっています。保育園の子どもたちは運動会ごっこの会場を装う旗作りをしました。行事を経験する中で目標に向かっていく力、友だちと協力する大切さ、達成感を味わうなど、子どもたちの成長に欠かせない学びがたくさんあります。
子どもが意欲的に、積極的に物事に取り組む時の心情とはどんなものでしょう。
・楽しい…好きな事をしている時　
・嬉しい…できなかったことができた時
・安心できる…受け入れてもらえていることが実感できた時
そして、やってみよう、次も頑張ろうと思えるのは、周りの人たちから認められ褒められた時ではないでしょうか。
言葉での表現がまだ巧みでない乳児のその表情や仕種、視線や指差す先から何を思いどうしたいのかを大人は汲み取り、受け入れ、それを言葉に置き換えていきます。乳児は受け入れてもらえた安堵感、見守っていてくれるという安心感が育まれると大人から離れ、ひとり遊びへと踏み出していきます。これは少し大きくなった幼児にもいえることです。
子どもたちが楽しく、意欲的に活動に取り組んでいくには励ましと称賛の言葉が支えとなります。是非、これからはプラスαの言葉を添えてあげてください。“どこを頑張ればより良くなるのか”“どこが素敵だったか”など、自分を理解してくれる人の言葉は嬉しく励みとなります。どうぞ、行事当日だけではなく、それまでの過程を大切にしながら子どもたちの姿を温かく見守っていただけたら幸いです。
これからの季節はインフルエンザの発症も気掛かりになりますが、罹患者数は昨年の今頃に比べ1000分の１だそうです。コロナウイルス感染対策の丁寧な手洗いとうがい、マスクの着用が功を奏しているのでしょうか。職員一同、子どもたちが健康に園生活を送れるよう、体調面には十二分に注意しております。体温や呼吸器症状など普段と様子が違う時は連絡させていただきます。引き続き感染症対策のご協力、よろしくお願いいたします。
令和２年度


１０月　こどもの森　だより


　　　　　　　　　　　　　柳町こどもの森　令和２年９月30日











